
総合特別区域評価・調査検討会における評価結果（平成24年度）の概要

２．分野等別状況 （１）国際戦略総合特区（3/7）
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・進捗自体は着々と進んでいる（※1）と判断できる。
・世界を代表するメガシティとしての東京都が、過去の実績や現在のアクティ
ビティを生かして、大きなビジョンの提示（※2）とより積極的な取組をしていく
ことが期待される。
・特区の成果を示すためにはもう少し期間が必要と思われる（※3）。現在の
意欲をさらに持続させてほしい。行政と民間の役割分担も明確にして、それ
ぞれの持ち味を生かすことが必要。

※1：・外国企業からの相談件数（H24目標）500件、（実績）849件、進捗度
170%

・都市開発プロジェクトの件数（H24目標）4件、（実績）4件、進捗度
100%
・外国人のビジネス・生活環境施設の整備（H24目標）2件、（実績）2件、
進捗度100%

※2：アジアをはじめとする世界の都市間競争を勝ち抜き、東京をアジアの
ヘッドクォーターへと進化させる。現段階における主な具体のプランは
以下のとおり。
・誘致対象外国企業に対する税制優遇（現行38％→28.9％）
・ビジネスコンシェルジュによるワンストップサービス（各種相談、手続
代行）
・外国語で受診可能な医療機関の拡大
・自立・分散型エネルギーネット ワークの構築による災害に強いビジ
ネス環境整備

※3：評価指標は多国籍企業等の誘致数であるが、企業の意思決定には
時間を要すること等。

*1）「正」とは正評価、「準」とは準評価を意味する。 *2）「Ⅲ」については、「地方公共団体による総合評価の状況」についても評価している。

◆評価書はこちら ◆評価結果はこちら

http://www.kantei.go.jp/jp/singi/tiiki/sogotoc/jigo_hyouka/h24/p1/self_kokusai_3.pdf
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/tiiki/sogotoc/jigo_hyouka/h24/p2/kekka_kokusai_3.pdf
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